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〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁建

設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
関
係

O

〔
省

令
〕

〇
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
厚
生
労
働
一
三
二
）

J

〔
告

示
〕

〇
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
第
八
条
第
二

項
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
方
法
等
（
厚
生
労
働
四
五
七
）

L

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
一
一
一
一
〜
一
一
一
七
）

M

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
三
九
二
）

N

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件
（
同
三
九
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
二
〇
六
）

O

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
国
地
方
整
備
局
一
八
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
二
三
七
、
二
三
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
海
道
開
発
局
一
四
八
）

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
I

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特

定
計
量
器
型
式
承
認
、
日
本
放
送
協
会
落

札
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
工
事
開

始
、
弁
理
士
登
録
、
型
式
部
材
等
製
造
者

の
認
証
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る

登
録
、
企
業
年
金
基
金
変
更
関
係

K
P

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、

無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

K
R

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

L
L

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
二
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
五
条
の
四
、
第
百
三
条
第

一
項
及
び
第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
条
」
の
下
に
「
・
第
一
条
の
二
」
を
加
え
、「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
一
条
第
四
号
中
「
気
閘こ

う

室
」
を
「
気
こ
う
室
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

高
気
圧
障
害

高
気
圧
に
よ
る
減
圧
症
、
酸
素
、
窒
素
又
は
炭
酸
ガ
ス
に
よ
る
中
毒
そ
の
他
の
高
気
圧
に
よ
る

健
康
障
害
を
い
う
。

第
一
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

不
活
性
ガ
ス

窒
素
及
び
ヘ
リ
ウ
ム
の
気
体
を
い
う
。

第
一
章
中
第
一
条
を
第
一
条
の
二
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
一
条

事
業
者
は
、
労
働
者
の
危
険
又
は
高
気
圧
障
害
そ
の
他
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、作
業
方
法
の
確
立
、

作
業
環
境
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。）及
び
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
中
「
気
閘こ
う

室
」
を
「
気
こ
う
室
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
気
閘こ
う

室
」
を
「
気
こ
う
室
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

事
業
者
は
、
高
圧
室
内
業
務
（
圧
力
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
気
圧
下
に
お
け
る
高
圧
室
内
業
務
に
限
る
。

第
十
二
条
の
二
、
第
二
十
条
の
二
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
と
き
は
、
気
こ
う
室
に
自
記

記
録
圧
力
計
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
の
二
中
「
気
閘こ
う

室
」
を
「
気
こ
う
室
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
中
「
気
閘こ
う

室
」
を
「
気
こ
う
室
」
に
、「
は
握
」
を
「
把
握
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を「（
空
気
槽
）」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
予
備
空
気
槽そ
う

は
」
を
「
予
備
空
気
槽
は
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
予
備
空
気
槽そ
う

」
を
「
予
備
空
気
槽
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

予
備
空
気
槽
の
内
容
積
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

第
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
炭
酸
ガ
ス
及
び
」
を
「
酸
素
、
炭
酸
ガ
ス
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号

中
「
気
閘こ
う

室
」
を
「
気
こ
う
室
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
気
閘こ
う

室
」
を
「
気
こ
う
室
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
二
節
中
第
十
三
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
作
業
計
画
）

第
十
二
条
の
二

事
業
者
は
、
高
圧
室
内
業
務
を
行
う
と
き
は
、
高
気
圧
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
高

圧
室
内
作
業
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
作
業
計
画
」
と
い
う
。）を
定
め
、
か
つ
、
当
該
作
業
計
画

に
よ
り
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

作
業
計
画
は
、
次
の
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

作
業
室
又
は
気
こ
う
室
へ
送
気
す
る
気
体
の
成
分
組
成

二

加
圧
を
開
始
す
る
時
か
ら
減
圧
を
開
始
す
る
時
ま
で
の
時
間

˜
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